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平成 7 年度通常総会議事録

平成 7 年度通常総会は去る 4 月 21 日に開催され，総会に引続き OR学会賞の授与，新フェローの紹介，

国際会議にかかる感謝状の贈呈が行なわれました.以下に総会の議事録をお知らせします.

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

平成 7 年度通常総会議事録

1. 日時平成 7 年 4 月 21 日(金) 15 ・ 00-17: 00 

2. 場所学士会分館文京区本郷 7-3-1

3. 出席者 村井勉他 925 名(委任状による出席者を含む)

ただし会員総数 2 ， 648 名(定足数は 883 名)

上記の通り出席者が定款第 31 条に定める定足数に達

したので，定款第 28 条により村井会長が議長となり.議

事録署名人に伏見正則，平尾信正の|由j氏を選出して議事

に入った

第 l 号議案平成 6 年度事業報告の件

紀理事より別紙*平成 6 年度事業報告書に基づき説明

があり，承認された.け別紙は本誌次号参照)

第 2 号議案 平成 6 年度収支計算報告および監査報告の

件

勅使河原理事より別紙平成 6 年度収支計算報告書に基

づき説明があり，この報告に関し伊藤監事より監査報告

がなされ，承認された.

第 3 号議案平成 7 年度事業計画の件

森清理事より別紙平成 7 年度事業計画について説明が

あり，原案通り承認された.

第 4 号議案平成 7 年度予算の件

勅使河原理事より別紙平成 7 年度予算書について説明

があり，原案通り承認された.

第 5 号議案 平成 7 年度および 8 年度役員選出の件

定款第 15 条に従い平成 7 年度および 8 年度役員候補

者が別紙の通り発表きれ，満場一致で選任された.

第 6 号議案名誉会員推薦の件

理事会が定款第 6 条に従い前会長の伊理正夫氏，元副

会長の国沢清典氏，後藤正夫氏，三根久氏の各氏を名誉

会員に推薦し，満場一致で承認きれた.

以上で総会の議事を終了し，議長は閉会を宣言した.

上記の議決を明確にするため，この議事録を作成し，

議事録署名人はここに記名押印する.

平成 7 年 4 月 21 日

社団法人 日本オベレーションズ・リサーチ学会

平成 7 年度通常総会

1995 年 7 月号

議長

議事録署名人

議事録署名人

会長村井勉

伏見正則

平尾信正

総会に引続き以下の行事が実施きれた.

1. 学会賞の授与

柳井表彰委員長ならびに鈴木，高橋，森，山下各表彰

委員より各賞の選考経過の説明があり，会長より賞状，

賞碑が下記の通り授与された.

第 23 回日本オベレーションズ・リサーチ学会文献賞

高橋敬隆

第 20 回日本オベレーションズ・リサーチ学会普及賞

児玉正憲，長谷川利治

第四日本オベレーションズ・リサーチ学会実施賞

東京ガス株式会社

第 15 回日本オペレーションズ・リサーチ学会事例研究奨

励賞 山田泰弘・古林隆，高桜洋・大山達雄

第 10 回日本オベレーションズ・リサーチ学会事例研究奨

励賞ソフトウェア部門 小林龍一

2. 新フエローの紹介

新フエローとして浅利英吉，荻野正浩，栗原宏文，後

藤義雄，鈴木道夫，田口東，野村j享二，平本厳，松山久

義，真鍋龍太郎，柳沢滋の各氏が紹介きれ，会長よりフ

エロー記が贈呈きれた.

3. APORS 第 3 回国際会議終了報告・感謝状

の贈呈

長谷川第 3 回国際会議組織委員長より APORS 第 3

回国際会議の終了報告があり，引き続き以下の団体に感

謝状の贈呈を行なった.

旭硝子財団，アサヒビール，キャノンソフトウェア，

構造計画研究所，システム計画研究所，通研電気工業，電

力中央研究所，東京ガス，東芝アドバンストシステム，東

芝情報システム，西日本旅客鉄道，日本科学技術連盟，日

本電信電話， 日立ソフトウェアエンジニアリング，三菱

電機，安川電機，他
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